ホシュウジュギョウヘノe ラーニングリヨウノココロミ（ジョウ） by 原田 寿美子
補習授業へのe ラーニング利用の試み（上）
著者 原田 寿美子
雑誌名 名古屋学院大学論集　言語・文化篇
巻 27
号 2
ページ 1-8
発行年 2016-03-31
URL http://doi.org/10.15012/00000657
Copyright (c) 2016 原田寿美子
― 1 ―
名古屋学院大学論集　言語・文化篇　第 27巻　第 2号　pp. 1－8
補習授業へのeラーニング利用の試み（上）
原　田　寿美子
名古屋学院大学国際文化学部
〔論文〕
A Trial of Using e-Learning in Supplementary Studies 1
Sumiko HARATA
Faculty of Intercultural Studies
Nagoya Gakuin University
発行日　2016年3月31日
要　　旨
　学期最後の授業を「補習（総復習）」と位置付けて，個々の学習者の未修得部分を中心に復
習させている。その「補習授業」の際に，e-Learning化したドリル問題を利用し，必要に応じ
て教師の説明などを入れながら，各項目毎に自力で正解を出せることを目指して反復練習させ
るという試みである。
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0．はじめに
　eラーニングを活かすことのできる利用方法の内に，リメディアル教育や授業欠席者への対応
等のように，何らかの不足部分への補いとして機能することが期待されるものが有る。今回，授
業終了時期に目標のレベルに達していない学習者に視点を置いてeラーニングを利用することを
試みた。
　筆者の担当している中国語関係の授業では，学期の授業回数の最後から2回目に試験を実施し，
その後の最終回の授業を「補習」と位置付け，それまでの授業における平常の課題や試験におい
て各自の不足していると見られる部分を補う復習をさせる，という方法を取ることが多いが，学
習者の学習到達度の違いから，紙媒体のテキストや補助教材を利用した実施方法では困難が感じ
られることがしばしば有る。
　そこで，このような「補習」にeラーニングを利用することで，各人の状況に合わせた復習が
実施できる可能性を考え，授業内容の内，語彙と文型について必要最小限の到達目標を意識した
ドリル形式の問題作成を試みた。
　以下，この「上」編では，問題内容について概観してみたい。
　なお，使用したのは，学内の語学システムを備えたパソコン教室に導入されているCHIeru 
Co., Ltd. のCaLabo Bridge（授業支援プラットフォーム）に付属した「e-Learning管理ツール」
で作成するeラーニング問題であり，複数の問題作成パターンを使い，中国語の問題として使い
易い形で利用して作成したものである。
1．語彙の復習
　今回対象としている複数の授業には，中国語専攻クラス及び非専攻クラスの双方が有るが，い
ずれも2年次以上の授業であり，語彙については，語学の入門段階におけるごく基本的な語彙に
関しての多面的な能力（発音・解釈・書写・聞き取り等）を伸ばすことを中心とする場合とは異
なる側面が有る。これらの授業は，それぞれ使用テキストや授業形態は異なるのではあるが，い
ずれも入門期よりも多くの語彙が現れ，そのかなりの部分は，いわゆる基本語彙の範囲を超える
ものである点では共通している。
　そこで，今回の補習的授業では，各授業の教材内容において，ドリル化したい語彙の属性を考
慮し，次のような複数の問題形式を組み合わせながら利用した。
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①語彙の簡単な意味確認を目的とするもの―正誤問題
図1
図2
　簡体字表記を見て意味が分かるかどうかという簡単な確認をしたい語彙については，上図のよ
うに，「○×入力問題」の問題パターンを作成した。（図1が作成画面，図2が学習画面である。）
　初めにこの問題を解く時点で語彙の意味が記憶されていなくても，教材の確認や教師の説明を
挟みながら複数回問題を解くことによって記憶されることを目標として作成したものである。
　なお，画面上の「シャッフル問題」の表示は，この問題ページを開く度に問題の順番がシャッ
フルされて現れる設定にしているものであり，「制限時間」は，教科書などを見直しながら解く
場合も考慮して長めに設定した。
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②語彙の意味選択問題―多肢選択
図3
図4
　この型の問題としたものは，テキストに現れた他の類似の語句との区別を考えながら選ぶこと
によって，関連の語彙の意味も同時に復習させたいものであり，図3（作成画面）や図4（学習画面）
のように中国語の語彙から日本語訳を選ぶパターンと，少数ではあるが，日本語から中国語の語
彙を選ぶパターンの双方を使った。
　なお，選択問題という問題形式自体にはどの程度の学習効果が有るかという議論があるところ
ではあるが（河住他2015等），選択肢を多くすることによって1），場当たり的に選択することを
できるだけ避けると共に，選択肢とした語彙のそれぞれ（選択肢として示した日本語も，これに
相当する中国語の語彙としてテキスト上に現れたものを使用）についても，問題の中国語につい
ては意味を，選択肢の日本語についてはどのような中国語の語彙として出て来たかに注意を向け
させることを意図したものである。2）
　なお，選択肢を設定する際に，選択肢間の何らかの類似性が重要な要素と考えられるが，ここ
で対象とした2年次以上の授業で用いている教材では，各課の話題にそった関連のある語彙が用
いられていることが通常であるので，何らかの類似性の観点から選択肢とする語彙グループを構
成することがそう難しくはない，と言うよりも，このような類似の語彙間の差異を区別しながら，
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それぞれの語彙を理解することがむしろ望ましいと思われる。3）
　なお，この問題パターンの場合は，問題ページを開く度に，問題の順番と一つの問題内の選択
肢の順番との双方がシャッフルされて現れる設定とした。制限時間は，①と同じ理由で，やや長
めに設定した。（以下の問題パターンでも同様。）
③ピンイン（発音表記）を選択して入力（漢字変換）で回答する問題
　次の出題形式は，入力で回答する形にしたものであるが，入力して回答するという記述式の性
質を含む場合に，設定した正解で正誤判定ができる必要が有ることと，入力時点でピンインの知
識が必要であることから，関連の語彙のピンインを複数提示し（ここでは「最後の一つは考えず
に済む」ことを避けるためも有り，問題数よりも多めに提示した），この内から選んで，入力し
て回答させる形とした。4）
図5
　なお，この問題形式は，下記のように「穴埋め問題」として作成できる作問パターンを利用し
たものである。
図6
チエル株式会社　作成 /発行 /企画『CaLabo Bridge v2.0操
作マニュアル』（PDFファイル）より，同社の使用許諾を
得て転載。
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　上述の①から③のパターン以外の問題も作成・使用したが，主なものとしては，上の3パター
ンを使った。
2．文型の復習
　文型の復習としては，該当の授業の中で扱った基本的な文型や表現形式を含む文を，いわゆる
「並べ替え」て文を完成するパターンの問題とした。
　下図が作成画面の例である。
図7
　完成させたい文の意味を日本語で提示した上で，文を構成する単語（正確には単語単位でない
場合もあるが）を分割して選択肢とし，日本語文の下の空欄のドロップダウンメニューから選択
する形となっている。なお，選択肢はその下に番号が振られて表示される設定を選んで，あらか
じめ日本語文と見比べて文の構成を考え易くした。また，「ヒント」の項目を使い，文型名など
が表示されるようにし，学習者が問題に取り組む際に，（1回では「正解」にならずに）問題ペー
ジを2回目以降に開いた時から画面に現れる設定を選んだ。
　問題ページを開く度に，問題と選択肢がシャッフルされて表示される設定にしているが，この
問題形式の場合，初めから番号が振られて表示される選択肢と，ドロップダウンメニューを開け
た時に表示される選択肢の順番は，シャッフルを経て，この2項目の間では共通の順番で表示さ
れるようになっている。なお，上の図7は問題作成画面であるので，入力した順番，つまり正解
通りの順番で表示されている。
　中国語の文を作らせる問題では，手書き等で作文させる状況以外では，このような語順を問う
並べ替えの問題がよく使われる。これは中国語において語順が担う文法機能の割合が高いために，
この形が効果的であることが大きな要素と思われる。ただ，他の言語―特にこのような外国語
のeラーニング問題を作成するシステムで最も多く使われると想定される英語で必要とされる問
題パターンが細部では異なるためか，このような並べ替えそのもののための問題パターンが有っ
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たわけではない。ここで使用したのは，「穴埋め選択問題」とされている問題作成メニューで，
下の図8のように文章中の穴埋め部分をドロップダウンの選択肢から選ぶ形の問題パターンであ
り，この「文章」の部分を無くして，すべて選択肢から語句を選ぶ形にすることで中国語の並べ
替え問題として使用した。ただし，問題によっては複数の解答，つまり複数の並べ方が有り得る
ため，図8の問題作成例の画面で穴埋め以外の部分にあらかじめ文字テキストが書かれているよ
うに，問題とした文の文頭の一部分や文末の一部分等をあらかじめ表示しておくことによって，
正答を一つに特定することができる場合も有った。5）
図8
チエル株式会社　作成 /発行 /企画『CaLabo Bridge v2.0操
作マニュアル』（PDFファイル）より，同社の使用許諾を
得て転載。
　なお，下の図9が学習画面の例であるが，選択肢がシャッフルされて，正解と異なる順番で表
示されている。
図9
「下」に続く。
注
1）図3の作成画面左側に選択肢入力欄が見えているが，選択肢の数はこの欄の上の「＋」，「－」ボタンによっ
て増減可能となっている。
2）選択肢問題については，河住（2015）では，複数の選択問題の選択肢を，まとめて提示する方法を取った
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ことに言及している。
3）例えば佐藤他（2015）では，多肢選択問題の生成に関しての類似度の問題が扱われている。また，対面
授業時の語彙の指導の段階においても，類似と差異の観点からの指導をすることが有るが，例えば白畑
（2015）では，類似した語についての指導が取り上げられている。
4）中国語入力時は，教室のパソコンに設定されている中国語入力機能を使い，一般的な「ピンインを入力し
て漢字へ変換する」方式で利用させた。
5）なお本論には挙げていないが，記述式の問題作成パターンでは，作成時に正答を複数設定することが可能
となっている。
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